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特集 
税の申告が 
はじまります 

伝えよう 自分の意思を 投票で 

若草南小学校体育館（第23投票所） 

今年は選挙の年です！ 
　1月21日に投開票された山梨県知事選挙において、
横内正明氏が初当選しました。 
　南アルプス市としては、今回が初めての県知事選
挙でしたが、投票率は66.86％で県平均をわずかに上
回りました。開票結果は、横内氏22,768票、山本氏
11,415票、石原氏2,411票、金子氏953票でした。 
　なお、今年は4月に山梨県議会議員選挙と南アル
プス市長選挙、7月には参議院議員選挙が予定され
ています。 �
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特集 

平
成
19
年
度
市
民
税
・
県
民
税
・ 

国
民
健
康
保
険
税
申
告
に
つ
い
て 

　
平
成
19
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
住
所
を
有
す

る
方
は
、前
年
中（
平
成
18
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
）の
所
得
の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

　
所
得
税
の
申
告
義
務
の
な
い
方
で
も
、
市
民
税
・
県

民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
は
、扶
養
家
族
の
確

認
や
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
お
よ
び
所
得
証
明
書

等
の
証
明
書
の
交
付
な
ど
の
た
め
、申
告
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。 

2
月
5
日（
月
）〜
2
月
13
日（
火
）の
間（
土
・

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）、本
庁
、各
支
所
で
申
告

書
の
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、お
近
く
の
会
場
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
相
談
期
間
中
に
会
場
に
来
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
は
、3
月
15
日（
木
）ま
で
に
本
庁
税

務
課
・
支
所
地
域
生
活
課
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
、郵
送
で
も
受
付
し
て
い
ま
す
。

郵
送
の
場
合
の
提
出
先 

〒
４
０
０
‐
０
３
９
５ 

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
３
７
６ 

南
ア
ル
プ
ス
市
役
所 

税
務
課
市
民
税
担
当 

宛 

※
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
必
要

書
類
は
あ
ら
か
じ
め
税
務
課
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
申
告
書
は
自
分
で
記
入
し
て
申

告
会
場
で
確
認
を
受
け
て
提
出
で
き
る
よ

う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ 

　
市
民
税
担
当
　
　
1（
２
８
２
）７
３
７
９ 

①
印
鑑 

②
損
害
保
険
料
（
建
物
共
済
等
）
、生
命
保
険

　
料
等（
個
人
年
金
を
含
む
）控
除
証
明
書 

③
医
療
費
控
除
の
あ
る
方
は
、税
務
課
及
び
支

　
所
地
域
生
活
課
に
「
医
療
費
の
明
細
書
」
が

　
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
明
細
を

　
計
算
し
記
入
し
て
く
だ
さ
い 

④
前
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
等

　
の
金
額
を
証
す
る
書
類 

⑤
本
人
や
家
族
が
障
害
者
の
場
合
は
そ
の
手

　
帳
の
写
し
な
ど 

⑥
そ
の
他 

・
給
与
所
得
の
あ
る
人
は
源
泉
徴
収
票 

・
公
的
年
金
所
得
の
あ
る
人
は
公
的
年
金
等

　
の
源
泉
徴
収
票 

※
2
月
13
日
を
過
ぎ
ま
す
と
確
定
申
告
期
間
と

重
な
る
た
め
、受
付
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
期
間
中
に
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

市
役
所
本
庁 

税
務
課 

八
田
支
所 

地
域
生
活
課 

白
根
支
所 

地
域
生
活
課 

芦
安
支
所 

地
域
生
活
課 

若
草
支
所 

地
域
生
活
課 

甲
西
支
所 

地
域
生
活
課 

受
付
会
場

受
付
時
間

○この期間は確定申告の
　取り扱いは行いません
　のでご注意ください。 

午前8時30分～11時 
午後1時～4時 

税
の
申
告
が
は
じ
ま
り
ま
す
。 
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特集 

平
成
18
年
分
所
得
税 

確
定
申
告
に
つ
い
て 

2
月
16
日（
金
）〜
3
月
15
日（
木
）

の
平
日（
土
・
日
、祝
日
を
除
く
） 

た
だ
し
3
月
4
日（
日
）は
、白
根

中
央
公
民
館
の
み
で
受
付
け
し
ま
す
。

申
告
会
場
に
つ
い
て
は
甲
西
支
所

2
階
会
議
室
、白
根
中
央
公
民
館
1

階（
白
根
支
所
の
隣
）の
2
ヵ
所
で
申

告
相
談
を
行
い
ま
す
。申
告
期
間
中

は
い
つ
で
も
申
告
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
が
、混
雑
を
避
け
る
た
め
地
区

別
に
割
り
振
り
を
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、で
き
る
だ
け
該
当
の
日
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

会
場
の
状
況
に
よ
り
、午
前
中
は

受
付
時
間
を
早
め
に
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。み
な
さ

ん
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

市
役
所
で
の
受
付
時
間 

午
前
8
時
30
分
〜
11
時 

午
後
1
時
〜
4
時
ま
で 

2月16日 

19日 

20日 

21日 

22日 

23日 

26日 

27日 

28日 

3月  1日 

2日 

4日 

5日 

6日 

7日 

8日 

9日 

12日 

13日 

14日 

15日 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

月 日 甲西会場（甲西支所2階会議室） 白根会場（白根中央公民館１階）

上宮地、あやめが丘、上野 

中野、下市之瀬、十五所 

荊沢、大師、宮沢、戸田、清水 

田島、西南湖、東南湖、和泉 

吉田、上市之瀬 

下今井、十日市場 

小笠原 

浅原、加賀美、寺部 

山寺、高尾、平岡 

全地区 

全地区 

 

下宮地、江原、鮎沢、古市場 

塚原、川上、落合、秋山、湯沢 

藤田 

鏡中條 

小笠原 

全地区 

全地区 

全地区 

全地区 

上今諏訪、下今諏訪 

飯野新田、築山、曲輪田新田 

上今井、沢登 

有野、大嵐、須沢、駒場、塩前 

六科、芦安安通、下高砂 

百々 

飯野 

桃園、曲輪田 

上八田、西野 

全地区 

全地区 

全地区 

徳永、野牛島 

在家塚 

榎原、上高砂、芦安芦倉 

有野、大嵐、須沢、駒場、塩前 

飯野 

全地区 

全地区 

全地区 

全地区 

平成18年分確定申告地区別受付会場

税の申告が 
はじまります 
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申
告
相
談
の
待
ち
時
間
を
軽
減
す

る
た
め
、次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
確
定
申
告
書
作
成
に
つ
い
て
は
自

　
主
申
告
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、確

　
定
申
告
書
に
収
支
内
訳
書
の
添

　
付
が
必
要
に
な
る
方
は
、
必
ず
事

　
前
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い 

②
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

　
税
務
課
及
び
支
所
地
域
生
活
課

　
に
「
医
療
費
の
明
細
書
」
が
用
意

　
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
明

　
細
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い 

③
申
告
書
へ
の
添
付
書
類
に
不
足
が

　
あ
る
と
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

　
必
要
な
書
類
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち

　
く
だ
さ
い 

④
2
月
中
は
市
内
循
環
バ
ス
が
運
行

　
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い 

⑤
確
定
申
告
書
を
作
成
済
み
で
、提

　
出
の
み
の
方
は
申
告
会
場
受
付
に

　
申
し
出
て
く
だ
さ
い 

②
昨
年
１
年
間
で
10
万
円
（
目
安
）

　
を
超
え
る
医
療
費
を
支
払
っ
た
方 

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
方
（
甲
府

　
税
務
署
で
受
付
し
て
く
だ
さ
い
） 

④
年
末
調
整
で
保
険
、扶
養
等
の
所

　
得
控
除
を
し
な
か
っ
た
方 

⑤
公
的
年
金
等
以
外
に
所
得
が
な
い

　
方
で
、公
的
年
金
等
か
ら
徴
収
さ

　
れ
た
税
金
が
納
め
す
ぎ
に
な
っ
て

　
い
る
方 

⑥
平
成
18
年
中
に
退
職
し
、年
末
調

　
整
を
受
け
な
か
っ
た
方 

⑦
予
定
納
税
を
し
て
い
た
税
金
が
納

　
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
る
方 

⑧
総
合
課
税
の
配
当
所
得
や
原
稿

　
料
な
ど
が
あ
る
方 

申
告
会
場
は
甲
府
銀
座
ビ
ル
３

階（
旧
ト
ポ
ス
）で
す
。

確
定
申
告
期
間
中
は
、市
の
確
定

申
告
会
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。次

に
該
当
す
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

甲
府
税
務
署
で
の
相
談
、申
告
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

①
農
業
、不
動
産
、営
業
等
の
方
で
収

　
支
内
訳
書
の
記
載
が
わ
か
ら
な
い
方 

②
青
色
申
告
を
さ
れ
る
方 

③
土
地
、株
式
等
譲
渡
所
得
の
あ
る
方 

④
雑
損
控
除
が
あ
る
方 

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で
新
築

　
や
増
改
築
し
た
方 

開
催
日
　
2
月
18
日
、25
日
の
日
曜
日 

時
　
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時 

会
　
場
　
甲
府
銀
座
ビ
ル
3
階 

　
　
　
　（
旧
ト
ポ
ス
） 

確
定
申
告
書
は
、
税
務
署
へ
の
郵

送
ま
た
は
、時
間
外
文
書
収
受
箱
に

投
函
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。申
告
書
の「
控
」が

必
要
な
方
は「
控
」に
住
所
・
氏
名
等

を
ボ
ー
ル
ペ
ン
等
で
記
載
の
上
、
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ 

　
甲
府
税
務
署 1（

２
３
３
）３
１
１
１ 

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
所
得
税

　
の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
が
あ

　
り
ま
す
。
手
軽
に
作
成
で
き
、プ
リ
ン

　
ト
ア
ウ
ト
し
た
申
告
書
は
税
務
署
に

　
提
出（
郵
送
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
国
税
庁 

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】 

h
ttp://w

w
w
.nta.go

.jp

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
4
時 

お
問
合
せ 

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部 

1（
２
３
３
）１
３
１
６ 

2
月
20
日
・
21
日 

3
月
5
日 

3
月
6
日･

7
日 

白
根
中
央
公
民
館 

甲
西
支
所 

●
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証

　
明
書
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
）
を

　
お
持
ち
の
方
は
、自
宅
や
事
務
所
か

　
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
定
申
告
が

　
簡
単
に
出
来
る
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ（
イ
ー
タ
ッ

　
ク
ス
／
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

　
テ
ム
）を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

【
イ
ー
タ
ッ
ク
ス 

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】 

http://w
w
w
.e-tax.n

ta
.g
o.jp

開
催
日

場

所

特集 
税の申告が 
はじまります 
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○
福
祉
事
業
の
た
め
に

○
文
化
財
保
護
、研
究
の
た
め
に

公
衆
用
道
路
を

お
持
ち
の
み
な
さ
ま
へ

【
消
防
庁
長
官
報
償
】

　
市
消
防
団
出
初
式
に
お
い
て
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
　
　
　 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

【
山
梨
県
知
事
報
償
】

 

　
固
定
資
産
税
が
非
課
税
あ
る
い
は
、課

税
免
除
と
な
っ
て
い
た
登
記
簿
上
の
地
目

「
公
衆
用
道
路
」
の
土
地
に
対
し
て
、平
成

１８
年
度
か
ら
は
、原
則
と
し
て
課
税
し
て

い
ま
す
。 

　
し
か
し
、そ
の
土
地
の
所
有
状
況（
個
人

が
何
人
か
で
共
有
し
て
い
る
）及
び
使
用

状
況（
現
実
に
不
特
定
多
数
の
人
が
道
路

と
し
て
使
用
し
て
い
る
）に
よ
っ
て
は
、固

定
資
産
税
を
免
除
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

1

　
企
業
局
で
は
、水
道
事
業
の
経
営
基
盤

の
強
化
を
図
る
た
め
、４
月
か
ら
野
呂
川
、

若
草
、櫛
形
、甲
西
の
各
水
道
事
業
を
統
合

し
、南
ア
ル
プ
ス
市
水
道
事
業
と
し
て
運

営
し
て
い
く
予
定
で
す
。こ
れ
に
伴
い
、現

４
事
業
の
区
域
で
は
、企
業
局
か
ら
送
付

し
て
い
る
納
付
書
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る

事
業
名
が
、平
成
１９
年
度
分
か
ら
は｢

南
ア

ル
プ
ス
市
水
道
事
業
」
と
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、水
道
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、現

行
の
ま
ま
移
行
す
る
予
定
で
す
。 

水
道
事
業
の
統
合
に
伴
う

名
称
変
更
に
つ
い
て

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）の
入

会
希
望
者
を
対
象
に
、説
明
会
を
行
い
ま
す
。 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）

新
年
度
入
会
説
明
会
に
つ
い
て

　
生
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。 

　
２
月
１
日（
木
）〜 

　
環
境
課
、各
支
所
地
域
生
活
課 

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
の
無
料
配
布

　
２
月
６
日（
火
） 

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

　
八
田
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
駐
車
場 

　
２
月
７
日（
水
） 

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時 

　
八
田
ふ
れ
あ
い
情
報
館 

　
２
月
８
日（
木
） 

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時 

　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

※
入
会
手
続
き
の
書
類
は
当
日
配
布 

献
血
に
ご
協
力
を
！

　
２
月
１０
日（
土
）、１１
日（
日
） 

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

　
消
防
本
部
前
庭 

　
・
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験 

　
　
　
　
・
ミ
ニ
消
防
車
の
試
乗 

　
　
　
　
・
応
急
手
当
講
習 

　
　
　
　
・
住
宅
防
火
コ
ー
ナ
ー 

　
　
　
　
・
南
ア
ル
プ
ス
よ
さ
こ
い
連
「
響
」

　
　
　
　
　
の
演
舞（
１１
日
の
み
） 

　
　
　
　
・
そ
の
他 

十
日
市
で

消
防
の
広
場
を
開
設
し
ま
す

1

11

11
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安
藤
家
住
宅
で
お
雛
様
を
展
示

　
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
ま
で
の
お
雛
様
を

展
示
し
ま
す
。 

　
安
藤
家
住
宅
は
、主
屋
の
保
存
修
理
工

事
の
た
め
、次
の
期
間
閉
館
し
ま
す
。 

　
２
月
１０
日（
土
）〜
３
月
４
日（
日
） 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

　
３
月
１６
日
〜
平
成
２０
年
３
月
末 

安
藤
家
住
宅
の
閉
館
に
つ
い
て

平
成
１９
年
度
学
校
体
育
施
設
の

利
用
登
録
に
つ
い
て

　
市
内
の
学
校
開
放
施
設
を
利
用
す
る
場

合
は
、団
体
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

登
録
の
条
件
は
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す

団
体
で
す
。 

1
１０
名
以
上
の
メ
ン
バ
ー
を
有
し
、半
数

　
以
上
が
市
内
在
住
者
で
構
成
さ
れ
て
い

　
る
団
体 

2
市
内
の
企
業
・
事
業
所
の
従
業
員
１０
名

　
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と 

※
平
成
１８
年
度
に
登
録
さ
れ
て
い
る
団
体

　
に
つ
い
て
は
別
途
、登
録
申
請
書
を
送

　
付
い
た
し
ま
す
。 1

11

1

1

　
４
月
１
日
〜
９
月
３０
日 

　
※
勤
務
良
好
な
者
に
つ
い
て
は
、年
度

　
　
末
ま
で
の
期
間
延
長
あ
り 

　
小
中
学
校
、養
護
学
校
教
員

　
の
免
許
取
得
者
ま
た
は
取
得
見
込
み
者

　
で
、教
育
に
情
熱
を
持
ち
、身
体
健
全
な
者 

　
若
干
名 

　
市
内
小
中
学
校 

　
２
月
下
旬
ま
た
は
３
月
上
旬

　
　
　
　
　
に
実
施 

 

　
２
月
１
日（
木
）〜
１６
日（
金
） 

1

平
成
１９
年
度
　
南
ア
ル
プ
ス
市

教
育
委
員
会
採
用
の
臨
時
教
員

　
信
玄
公
祭
り
の
「
大
井
夫
人
行
列
」
に

大
井
夫
人
、侍
女
、侍
の
役
で
参
加
す
る
方

を
募
集
し
ま
す
。 

　
４
月
７
日（
土
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
７
時
頃 

　
　
　
　（
予
定
変
更
あ
り
） 

　
市
内
在
住
の
中
学
生
以
上
で
、 

　
　
　
　
　
着
物
や
鎧
等
を
着
て
２
km
位

　
　
　
　
　
歩
け
る
方 

募
集
人
員
　
大
井
夫
人
１
名
、 

　
　
　
　
　
侍
女
１８
名
、侍
１５
名 

※
大
井
夫
人
・
侍
女
役
は
女
性
の
み
、侍
役

　
は
女
性
も
可
能
で
す
。 

募
集
期
間
　
３
月
２
日（
金
）ま
で 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選 

第
３７
回
　
信
玄
公
祭
り

「
武
田
時
代
行
列
」
参
加
者

　
ア
メ
リ
カ
・
ア
イ
オ
ワ
州 

　
　
　
　
マ
ー
シ
ャ
ル
タ
ウ
ン
市 

　
７
月
下
旬
〜
８
月
上
旬 

　
　
　
　
約
１０
日
間 

　
１３
名 

　 

　
○
市
内
在
住
中
学
生（
１
月
１
日
現
在
、

　
　
１
・
２
学
年
に
在
籍
す
る
者
） 

　
○
国
際
交
流
に
関
心
を
持
ち
、健
康
か

姉
妹
都
市
訪
問
団
員

（
マ
ー
シ
ャ
ル
タ
ウ
ン
市
）

関
東
農
政
局

食
料
品
消
費
者
モ
ニ
タ
ー

 

1
農
林
水
産
省
が
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
へ
の
回
答（
年
４
回
程
度
） 

2
食
料
品
の
規
格
、表
示
及
び
価
格
に
関

　
す
る
意
見
等
の
報
告 

3
研
修
会
へ
の
出
席 

　
１５
名（
山
梨
県
内
） 

　
平
成
１９
年
度（
１
年
間
） 

　
所
定
の
金
額
を
支
給 

　
２
月
２８
日（
水
）ま
で 

※
応
募
資
格
及
び
応
募
方
法
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。 

　
　
つ
訪
問
事
前
研
修
に
積
極
的
に
参
加

　
　
で
き
る
者 

　
２
月
１
日
〜
２１
日 

　
全
日
程
ホ
ー
ム
ス
テ
イ 

※
原
則
１
人
１
家
族
に
滞
在
す
る
。 

　
２
２
０，
０
０
０
円 

　
　
　
　（
往
復
航
空
運
賃
・
事
前
研
修
費
等
） 

 

○
申
請
書（
写
真
を
添
付
） 

○「
姉
妹
都
市
訪
問
へ
の
決
意
」
を
テ
ー
マ

　
と
し
た
作
文
を
４
０
０
字
詰
め
原
稿

　
用
紙
２
枚
程
度 
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働
く
婦
人
の
家
講
座

　
２
月
２８
日（
水
） 

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時
３０
分 

　
２０
名 

　
２
０
０
０
円 

　
筆
記
用
具 

※
申
込
時
に
リ
ン
グ
又
は
ペ
ン
ダ
ン
ト
の

　
う
ち
一つ
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
運
動
が
で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。 

①
純
銀
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室

　
３
月
１
日（
木
） 

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時
３０
分 

　
２０
名 

　
５
０
０
円 

　
屋
内
用
運
動
靴
、タ
オ
ル 

②
は
じ
め
て
の
リ
ズ
ム
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　
３
月
３
日（
土
） 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時 

　
２４
名 

　
２
１
０
０
円 

　
ゴ
ム
手
袋
、移
植
ベ
ラ
、土
入
れ 

③
春
の
寄
せ
植
え
教
室

　
３
月
６
日（
火
）、１３
日（
火
） 

　
　
　
　
全
２
回 

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時
３０
分 

　
１５
名 

④
初
級
整
体
教
室

※
運
動
が
で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。 

※
い
ず
れ
も
２
月
１
日
か
ら
受
付
で
、

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

　
１
０
０
０
円 

　
バ
ス
タ
オ
ル
、タ
オ
ル 

1

1

1

1

1

1

　
３
月
３
日（
土
） 

　
櫛
形
総
合
公
園
陸
上
競
技
場 

　
市
内
小
学
生 

　
１
〜
３
年
生
男
女
５０
ｍ 

　
　
　
　
４
〜
６
年
生
男
女
１
０
０
ｍ 

　
５０
ｍ
・
１
０
０
ｍ（
各
２０
人
） 

　
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
す
る 

　
１
種
目
　
１
０
０
円 

　
２
月
１
日（
木
）〜
１４（
水
） 

　
２
月
２４
日（
土
） 

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
頃 

　
南
ア
ル
プ
ス
市
教
育
委
員
会 

　
　
　
　
　（
甲
西
支
所
前
駐
車
場
） 

募
集
人
員
　
３０
名 

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

　
５
０
０
円（
食
事
代
含
む
） 

 

　
○
小
笠
原
長
清
の
墓（
北
杜
市
指
定
文

　
　
化
財
） 

　
○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
話
題
の
「
風

　
　
林
火
山
館
」
な
ど 

　
２
月
５
日（
月
）〜 

南
ア
ル
プ
ス
市

陸
上
チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
甲
斐
源
氏
及
び
小
笠
原
長
清
公
ゆ
か

り
の
史
跡
を
め
ぐ
る
県
内
バ
ス
ツ
ア
ー
。 

小
笠
原
長
清
公
顕
彰
会
基
礎
講
座

「
甲
斐
源
氏
と
南
ア
ル
プ
ス
市
」

　
県
内
の
概
ね
６０
歳
以
上
の
方
。

　
健
康
で
学
習
意
欲
が
あ
り
、通
学
が
可

　
能
な
方
。 　

２
ヵ
年 

平
成
１９
年
度

こ
と
ぶ
き
歓
学
院
生

　
３
月
１０
日（
土
） 

  

午
後
１
時
３０
分
〜 

　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 

　「
が
ん
ば
ら
な
い
」け
ど「
あ
き
ら
め
な
い
」 

　
諏
訪
中
央
病
院
名
誉
院
長 

　
　
　
　
鎌
田
　
實
氏 

　
３
月
１０
日（
土
） 

　
午
後
３
時 

　
桃
源
文
化
会
館
・
桃
源
ホ
ー
ル 

　
無
料 

※
市
内
在
住
者
が
対
象
で
、整
理
券
が
必

　
要
と
な
り
ま
す
。
整
理
券
は
２
月
１０
日

　（
土
）か
ら
、市
内
各
図
書
館
で
配
布
し

　
ま
す
。（
１
人
３
枚
ま
で
） 

図
書
館
講
演
会

生
き
て
い
る
っ
て
、す
ば
ら
し
い

白
根
オ
ル
ガ
ン
ス
ク
ー
ル
発
表
会

＆
オ
ル
ガ
ン
と
ふ
れ
あ
う
会

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

マ
リ
ン
バ
と
世
界
の
打
楽
器

　
３
月
３
日（
土
） 

　
開
場
　
午
後
２
時
〜 

　
　
　
　
開
演
　
午
後
２
時
３０
分 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、入
場
整
理
券
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。 

1

※
オ
ル
ガ
ン
を
間
近
で
見
た
り
触
れ
た
り

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 
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1

　
２
月
１０
日（
土
）、２１
日（
水
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

　
１０
日
　
働
く
婦
人
の
家 

　
　
　
　
２１
日
　
商
工
会
南
部
セ
ン
タ
ー 

年
金
・
賃
金
・
労
災
な
ど
の

無
料
相
談

1

　
２
月
６
日（
火
）、３
月
６
日（
火
） 

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時 

　
商
工
会
南
部
セ
ン
タ
ー 

社
会
保
険
相
談

　
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
の
に
ど
の
よ
う

な
方
法
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、ど
こ
に

相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、と
い

っ
た
と
き
は
、法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

○
情
報
提
供 

○
民
事
法
律
扶
助 

○
司
法
過
疎
対
策 

○
犯
罪
被
害
者
支
援 

○
国
選
弁
護
関
連
業
務 

　
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
の
情

報
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
的
と
し
て
、昨

年
１０
月
か
ら
「
法
テ
ラ
ス
」
は
、業
務
を
開

始
し
ま
し
た
。
主
な
業
務
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

「
法
テ
ラ
ス
」
の
業
務
内
容

1

　
２
月
１４
日（
水
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

　
商
工
会
南
部
セ
ン
タ
ー 

融
資
の
相
談
・
審
査

国
民
生
活
金
融
公
庫
定
例
相
談
会

1

1

　 

一
般
相
談
　
1
０
５
７
０
‐
０
７
８
３
７
４ 

犯
罪
被
害
者
相
談 

1
０
５
７
０
‐
０
７
９
７
１
４ 

U
R
L

　http://w
w
w
.houterasu.or.jp

　
２
月
２５
日（
日
） 

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
３０
分 

　
甲
府
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室 

　
登
記
、相
続
、戸
籍
、供
託
、訴
訟
、

　
　
　
　
人
権
擁
護
、成
年
後
見
登
記
等 

法
務
局
な
ん
で
も

無
料
相
談
室

　
３
月
３
日
〜
２４
日
ま
で
の
毎
週

　
　
　
　
土
曜
日 

　
午
後
７
時
〜
９
時 

　
櫛
形
総
合
体
育
館 

　
中
学
生
以
上（
３０
名
程
度
） 

　
１
０
０
０
円 

　
住
所
、氏
名
、年
齢
、連
絡
先
、

　
　
　
　
　
ラ
ケ
ッ
ト
の
有
無 

　
２
月
末
日 

南
ア
ル
プ
ス
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室（
募
集
案
内
）

1

　
２
月
２３
日（
金
） 

　
午
前
１０
時
〜
１２
時 

　
市
役
所
本
庁
舎 

　
一
級
建
築
士
兼
福
祉
住
環
境 

　
　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　
高
齢
者
等
の
安
心
自
立
を
促
す
住
宅

改
修
相
談
を
行
い
ま
す
。 

※
在
宅
介
護
相
談
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。 

住
宅
改
修
相
談（
要
予
約
）

11

公
開
講
座

ア
レ
ル
ギ
ー
を
考
え
よ
う 

２
０
０
７

　
２
月
１８
日（
日
） 

　
午
後
２
時
〜
４
時 

　
山
梨
大
学
玉
穂
キ
ャ
ン
パ
ス 

　
　
　
　
臨
床
大
講
堂 

　
眼
科
領
域
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
、

　
花
粉
症
、ア
ト
ピ
ー
皮
膚
炎
、気
管
支
喘

　
息
、小
児
気
管
支
喘
息
に
つ
い
て 

行
政
相
談

　
1
２
月
１６
日（
金
）八
田
・
若
草 

　
　
　
　
2
３
月
２
日（
金
）白
根
・
櫛
形 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

　
1
八
田
支
所
・
若
草
支
所 

　
　
　
　
2
白
根
支
所
・
本
庁 

　
２
月
９
日（
金
）、２３
日（
金
） 

　
午
後
１
時
〜
４
時 

　
芦
安
支
所 

※
予
約
は
２
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。 

※
相
談
回
数
は
、年
１
回
で
す
。 

無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

1
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入札日 場　所  請　負　者  請負金額（円）工　事　名

12月  5日 

12月  5日 

12月  5日 

12月  5日 

12月  5日 

12月  5日 

12月  5日 

12月  5日 

12月  5日 

12月14日 

12月14日 

12月14日 

12月14日 

12月14日 

 

 

 

 

 

 

12月19日 

12月19日 

12月19日 

12月19日 

12月19日 

12月19日 

12月19日 

12月19日 

12月19日 

12月19日 

12月19日 

12月25日 

12月19日 

12月19日 

12月19日 

市立豊小学校屋内運動場外構工事 

市立白根源小学校屋内運動場増改築工事（外構工事) 

地方病溝渠改修工事(西南湖) 

市道飯丘１２号線道路維持工事 

鏡中条橋護床工工事 

西南湖若草線道路改良工事 

農道下宮地地内線道路改良工事測量設計業務委託 

農道八田４１号線道路改良工事測量設計業務委託 

庁内共用型ＧＩＳシステムリース 

白根百田小学校大規模改造工事に伴う備品購入（事務備品） 

白根百田小学校大規模改造工事に伴う備品購入（図書室・特別教室備品） 

市道曲輪田２号線道路維持工事 

市道百田１２５号線道路維持工事 

有野地内側溝新設工事 

 

 

 

 

 

 

市立櫛形中学校大規模改造工事(仮設校舎建設工事） 

公共サイン設置工事 

市道若草双葉線沿い水路改修工事 

沢登地内高尾街道雨水排水工事 

市道若草３２１号線道路維持工事 

大和川橋歩道橋詳細設計業務委託 

上高砂地区舗装本復旧工事 

柿平２９号他舗装本復旧工事 

山寺１０号他舗装本復旧工事 

戸田地内舗装本復旧工事 

櫛形・甲西地区滞在型市民農園整備事業に伴う基本設計策定業務 

御勅使南工業団地第一次造成工事 

市立櫛形中学校大規模改造工事(第１期建築主体工事） 

市立櫛形中学校大規模改造工事(第１期電気設備工事） 

 

市立櫛形中学校大規模改造工事(第１期機械設備工事） 

小笠原地内 

 

小笠原地内 

 

小笠原地内 

199,500,000  

 

43,575,000  

 

31,395,000

吉田地内 

有野地内 

西南湖地内 

飯野新田地内 

鏡中条地内 

西南湖地内 

下宮地地内 

野牛島地内 

情報システム課 

百々地内 

百々地内 

曲輪田地内 

百々地内 

有野地内 

 

 

 

 

 

 

小笠原地内 

南アルプス市内 

榎原地内 

沢登・在家塚地内 

浅原地内 

桃園・上宮地地内 

上高砂地内 

柿平地区 

山寺地内 

戸田地内 

中野・湯沢地内 

野牛島地内 

（株）輪田道路 

（有）飯田建設 

（有）保坂建設工業 

（株）名取組土木 

（株）金丸工務所 

（株）金丸工務所 

（有）西部測量 

甲信測量設計（株） 

日本電子計算機（株） 

（有）協和堂 

（有）丸栄商事 

小宮山土木(有) 

（有）清栄工業 

（有）新生工業 

 

 

 

 

 

 

（株）内藤ハウス 

協和産業（株） 

光明建設(株) 

（有）入倉組 

（有）若草建設 

（株）コーセツコンサルタント 

（株）シンワ 

（株）輪田道路 

正英舗装(株) 

高野工業（株） 

日本工営（株） 

(株）深沢建設 

17,220,000  

11,949,000  

10,185,000  

5,565,000  

22,260,000  

48,510,000  

6,195,000  

5,985,000  

275,100  

4,725,000  

3,664,500  

2,520,000  

4,200,000  

3,328,500 

 

 

 

  

  

 

93,030,000  

9,639,000  

6,289,500  

11,949,000  

7,927,500  

7,350,000  

10,972,500  

16,590,000  

11,056,500  

16,695,000  

23,625,000  

87,675,000 

お問合せ　管財契約課　1（282）6092

入札結果 

第
３
回
南
ア
ル
プ
ス

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
　
参
加
チ
ー
ム

　
３
月
４
日（
日
） 

　
甲
西
南
公
園 

　
　
　
　
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト 

　
男
子
８
チ
ー
ム 

　
　
　
　
　
　
女
子
６
チ
ー
ム 

　
※
参
加
チ
ー
ム
は
申
込
の
先
着
順 

　
南
ア
ル
プ
ス
市
在
住
の
高
校

　
生
以
上
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム 

　（
５
名
以
上
２０
名
以
内
） 

　
１
チ
ー
ム
　
１
０
０
０
円 

　
２
月
１５
日（
木
）ま
で 

1

湧
暇
李
の
里『
樹
園
』

山
本
晴
美
歌
語
り
コ
ン
サ
ー
ト

　
２
月
２４
日（
土
） 

　
午
後
６
時
開
演 

　
中
学
生
以
上
　
５
０
０
円 

（
入
浴
料
込
み
） 

※
チ
ケ
ッ
ト
は
樹
園
及
び
や
ま
な
み
の
湯

　
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。 

11

齋藤建設・市川工務店市立櫛形中学校大規模
改造工事（第１期建築主体工事）共同企業体 

昌電社・青木電工市立櫛形中学校大規模改
造工事(第１期電気設備工事）共同企業体 

日本パイピング工業・新津工業市立櫛形中
学校大規模改造工事（第１期機械設備工事）
共同企業体 
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　平成19年交通安全祈願祭が、南アルプス警察署、交通安全
協会、安全運転管理者協議会及び市役所関係者、約100名が出
席して行われました。 
　昨年県内で起きた交通死亡事故は61件で、一昨年に比べ3
件減少しましたが、市内の死亡事故は3件から7件と倍増して
います。うち、3件はシートベルト等の未着用によるものでした。
そのため署や安協では、後部座席を含むシートベルトの着用と
チャイルドシートの正しい使用の徹底を呼びかけています。 

　南アルプス桃源郷マラソン実行委員会は、出場者の募集開始に
あわせ、櫛形総合公園陸上競技場内に事務局を開設しました。 
　今年の大会は、オリンピックに3回出場し、「トラックの女王」と異
名をもつ弘山晴美選手とタレントの森脇健児さんをゲストランナー
に迎え、4月8日(日)に開催されます。競技はハーフマラソン、10km、
5km、3.5kmの全16種目があります。 

　下市之瀬の獅子舞保存会による歓迎セレモニーが行われるなか、
スーツや華やかな晴れ着姿の新成人たちは、久しぶりに会う友人達
とのおしゃべりや、記念撮影を楽しみました。式典では、祝辞や記念
品の贈呈が行われた後、成人者代表として若草地区の中澤祐介さん
と深沢亜衣里さんが力強く誓いの言葉を述べました。 
　なお、今年成人式を迎えた市内の成人対象者は昨年より71人少
ない841人で、地区別にみると八田60人、白根255人、芦安3人、若草
150人、櫛形211人、甲西162人でした。 

† ‰¸ 10



　中部横断自動車道の南アルプスＩＣから増穂ＩＣの区間
（6.2km、暫定2車線、総工費約298億円）の工事が完成し、
地元選出の国会議員、知事をはじめ約350名の招待者が
出席し、開通式が行われました。 
　今回開通した増穂ＩＣ～南アルプスＩＣ間の通行料金は
普通車で300円、白根ＩＣまでは350円です。ちなみに、八
王子ＩＣから南アルプスＩＣまでが2,800円で、終点の増穂
ICで降りると2,950円になり、150円の負担増となります。 

　昨年末の12月21日、市内循環バス（2次試行）の発着点となる「ま
ちの駅くしがた」前庭で、出発式が行われ、運行期間中の無事が
祈願されました。 
　今回の試行運行は2月28日までで、市内をおおむね4つに分割
したルート設定（広報12月号に掲載）になっています。この機会に
多くの方にご利用いただき、意見や感想などを企画課（1282-6073）
までお寄せください。 

 

　新年恒例の消防団出初式が行われ、平成18年度(財)
山梨県消防協会定例表彰の「表彰旗」が南アルプス市
消防団に授与されました。この表彰は県内で特に顕著
な成績を認められた1団体のみが表彰される栄誉ある
ものです。 
　なお、南アルプス市消防団は、平成18年度(財)日本消
防協会定例表彰で全国の10団体に贈られる、「特別表
彰まとい」の授与も内定しており、県内では4団体目の
快挙となります。 
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安養寺 

安養寺鼻採地蔵 

鼻採地蔵縁起 

い
ち
が
み 

　
甲
府
盆
地
に
春
を
告
げ
る
祭
り「
十
日
市
」。

今
回
は
、こ
の
十
日
市
の
市
神
さ
ま
、通
称
安
養

寺
の
鼻
採
地
蔵
の
伝
説
で
す
。 

　
甲
州
巨
麻
郡
鮎
沢
の
庄
に
あ
る
十
日
市
場
村

に
農
業
を
業
と
す
る
、代
々
裕
福
な
家
が
あ
り
ま

し
た
。こ
の
家
の
夫
婦
は
、安
養
寺
の
お
地
蔵
さ
ま

を
と
て
も
信
仰
し
て
い
て
、お
花
や
お
供
え
物
を

す
る
た
め
に
、家
の
召
使
を
お
寺
に
参
ら
せ
る
こ

と
を
雨
の
日
も
風
の
日
も
怠
ら
ず
、長
年
一
心
に

お
祈
り
し
て
き
ま
し
た
。 

　
あ
る
年
の
こ
と
で
す
。新
春
の
春
の
花
も
夏
の

み
ど
り
に
た
ち
代
わ
り
、田
植
え
の
時
期
を
迎
え

ま
し
た
。こ
の
夫
婦
も
近
隣
か
ら
人
を
集
め
田
植

え
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
が
、ま
だ
人
が
足
り
ま

せ
ん
。農
家
は
お
互
い
に
忙
し
い
時
期
で
、ほ
か
に

雇
う
人
も
な
く
、田
ん
ぼ
の
代
か
き
を
す
る
馬
の

鼻
先
を
と
っ
て
導
く
人
を
ど
う
し
よ
う
か
と
困
っ

て
い
ま
し
た
。 

思
わ
ず
妻
が
い
い
ま
し
た
。「
日
ご

ろ
地
蔵
菩
薩
に
お
供
え
を
す
る
金

で
召
使
の
子
ど
も
の
一
人
で
も
養
っ

て
い
れ
ば
、こ
れ
ほ
ど
困
る
こ
と
も

な
かっ
た
ろ
う
に
、ど
う
し
た
も
の
か
」。 

そ
ん
な
時
、ふ
と
門
の
方
を
み
る
と
、

あ
や
し
い
小
僧
が
ひ
と
り
門
前
に

佇
ん
で
い
ま
す
。夫
婦
は
、こ
れ
幸
い
、

あ
の
小
僧
を
雇
い
、馬
の
鼻
を
と
ら
せ
代
か
き
を

さ
せ
よ
う
と
考
え
、小
僧
に
手
伝
っ
て
く
れ
れ
ば
、

物
を
食
せ
、銭
を
と
ら
せ
よ
う
。そ
う
す
れ
ば
互

い
の
た
め
に
成
る
の
だ
と
言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。 

　
元
来（
お
地
蔵
さ
ま
と
し
て
）お
考
え
が
あ
る
こ

と
だ
っ
た
の
で
、小
僧
は
う
な
ず
き
、馬
の
鼻
を
と

る
と
、多
く
の
田
ん
ぼ
を
ま
た
た
く
間
に
打
ち
返

し
、植
え
ら
れ
た
早
苗
も
な
ぜ
か
他
よ
り
す
ば
ら

し
く
み
え
た
の
で
、周
り
に
集
ま
っ
て
い
た
人
々
も

不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。 

　
夫
婦
も
喜
び
、銭
な
ど
を
と
ら
せ
て
い
る
と
小 

僧
は
い
つ
の
間
に
か
居
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た 

が
、忙
し
さ
に
紛
れ
だ
れ
も
怪
し
ん
で
問
う
人
は 

い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
そ
の
よ
う
に
し
て
夜
も
明
け
、翌
日
い
つ
も
の
お

供
え
物
を
す
る
た
め
に
召
使
の
子
ど
も
を
安
養

寺
に
参
ら
せ
る
と
、召
使
の
子
ど
も
は
、そ
こ
で
お

地
蔵
様
の
木
像
が
泥
や
土
に
ま
み
れ
て
い
る
の
を

見
て
驚
い
て
立
ち
帰
り
、夫
婦
に
そ
の
こ
と
を
告

げ
ま
し
た
。 

　
夫
婦
は
慌
て
て
走
っ
て
い
き
、「
さ
て
は
近
所
の

子
ど
も
た
ち
の
し
わ
ざ
だ
な
」と
嘆
か
わ
し
く
思

い
、急
い
で
き
れ
い
な
水
を
汲
ん
で
お
地
蔵
様
を

お
洗
い
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

　
そ
の
と
き
で
す
。一
緒
に
い
た
召
使
の
子
ど
も
が
、

突
然
全
身
か
ら
汗
を
流
し
、に
わ
か
に
狂
乱
し
て

口
ば
し
り
ま
し
た
。「
わ
れ
は
こ
の
地
蔵
菩
薩
で
あ

る
。日
ご
ろ
の
夫
婦
の
信
仰
に
感
心
し
、小
僧
の
姿

に
身
を
や
つ
し
、馬
の
鼻
を
と
っ
て
代
か
き
を
し
て
、

地
蔵
菩
薩
と
し
て
人
々
の
苦
し
み
を
代
わ
っ
て
受

け
る
誓
い
を
末
代
ま
で
も
捨
て
ず
、こ
の
濁
世
に

迷
う
人
々
に
信
仰
を
勧
め
る
た
め
、そ
の
印
に
わ

が
身
に
泥
を
ぬ
っ
た
も
の
を
そ
の
甲
斐
も
な
く
洗

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
よ
」。そ
う
い
う
と
と
り
つ
い
た

物
の
怪
は
覚
め
ま
し
た
。 

　
そ
れ
以
来
、こ
の
お
地
蔵
様
は「
鼻
採
地
蔵
」と

呼
ば
れ
、さ
ら
に
人
々
の
信
仰
を
あ
つ
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

　
お
地
蔵
さ
ん
が
人
の
形
に
身
を
や
つ
し
て
牛
馬

の
鼻
先
を
と
っ
て
農
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
お

話
は
、実
は
い
ろ
い
ろ
な
形
で
全
国
各
地
に
存
在

し
ま
す
。十
日
市
場
の
鼻
採
地
蔵
さ
ん
の
お
話
も
、

主
人
公
が
貧
し
い
老
夫
婦
だ
っ
た
り
、子
ど
も
が
い

な
い
夫
婦
が
人
手
に
困
っ
て
い
た
り
と
、い
ろ
い
ろ

な
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、今
回
こ
こ
に
紹
介

し
た
物
語
は
、そ
れ
と
は
少
し
趣
き
が
違
い
ま
す
。 

　
実
は
、今
回
の
紹
介
し
た
お
話
は
、当
の
安
養

寺
に
伝
わ
る「
鼻
採
地
蔵
縁
起
」と
い
う
巻
物
に

書
か
れ
て
い
る
お
話
し
を
わ
か
り
や
す
く
読
み
下

し
た
も
の
で
す
。「
縁
起
」は
、江
戸
時
代
の
初
め
、

こ
の
地
出
身
の
野
呂
瀬
主
税
助
と
い
う
武
士
が
書

き
残
し
た
も
の
で
、今
回
紹
介
し
た
お
話
が
、い
わ

ば
十
日
市
場

の
鼻
採
地
蔵

の
お
話
の
本

来
の
形
と
い

う
こ
と
に
な

る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

 

ち
か
ら
の
す
け 
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今
年
の
目
標
は 

　 

明
る
い
チ
ー
ム
に 

長
清
太
鼓
リ
ー
ダ
ー
　
三
吉 

巖
さ
ん 

　
私
が
町
の
「
太
鼓
メ
ン
バ
ー
募
集
」
の
チ
ラ
シ

を
見
て
初
挑
戦
に
不
安
を
覚
え
な
が
ら
も
メ
ン

バ
ー
と
な
り
５
年
を
迎
え
ま
し
た
。
設
立
は
平

成
14
年
、「
小
笠
原
流
礼
法
」
で
知
ら
れ
る
小

笠
原
家
の
始
祖
、小
笠
原
長
清
が
小
笠
原
に
館

を
構
え
た
こ
と
か
ら
、地
域
の
活
性
化
や
小
笠

原
長
清
の
イ
メ
ー
ジ
を
残
し
て
行
こ
う
と
長
清

公
顕
彰
会
が
中
心
に
な
り
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。 

　
メ
ン
バ
ー
は
20
名
で
、ほ
と
ん
ど
が
女
性
と
い

う
特
色
あ
る
チ
ー
ム
で
、指
導
や
作
曲
を
篠
笛

と
和
太
鼓
奏
者
の
第
一
人
者
、天
野 

宣
さ
ん
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
先
生
は
「
自
分
自
身
を

磨
き
あ
げ
、苦
難
を
乗
り
越
え
て
ゆ
く
中
で
、

人
生
の
素
晴
ら
し
さ
、命
の
尊
さ
を
素
直
に
受

け
止
め
ら
れ
る
、そ
う
い
う
人
間
が
醸
し
出
す

音
で
あ
れ
ば
す
ば
ら
し
い
音
に
な
ら
な
い
筈
が

な
い
。
人
の
心
を
照
ら
し
、温
め
る
音
色
に
な
る
。

「
打
ち
手
」
、「
太
鼓
」
、「
聴
き
手
」
、「
音
」
そ

れ
ぞ
れ
の
間
に
は
信
頼
、挑
戦
、感
動
、調
和
が

あ
る
」
と
話
し
、先
生
の
練
習
の
基
本
に
な
っ
て

い
ま
す
。
演
奏
を
通
じ
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
全
員
で
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。 

　
今
年
度
、宝
く
じ
の
助
成
事
業
を
受
け
、太

鼓
の
補
充
が
で
き
、さ
ら
に
演
奏
に
幅
が
で
き

そ
う
で
す
。
練
習
は
週
２
回
、地
域
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
北
地
区
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、一
緒
に
練
習
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

お
問
合
せ
　
三
吉
さ
ん 

1（
２
８
３
）２
０
３
７ 
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昔々のずっと昔。神様
が初めておつくりに
なった山に木が生え
てきました。木はぐん
ぐんと伸び、枝を伸ば
し、葉っぱをいっぱい
つけました。やがて季
節が移り…。児童文
学作家 今西祐行が遺
した、心のメッセージ。 

あの頃、僕らは永遠だ
と思っていた。3人は
いつも一緒だった。な
んでも言い合える友達
だったはずなのに…。
なぜか、一番大切な想
いだけが言葉にならな
い。「ちゅらさん」の脚
本家、岡田惠和による
初の書き下ろし小説。 

新サービスのご紹介 

櫛形図書館 
1（280）3300 
　 5.13.19.26.28日 
白根桃源図書館 
1（284）6010 
　 5.12.19.26.28日 

わかくさ図書館 
1（283）1501 
　 5.12.19.26.28日 

八田ふれあい図書館 
1（285）5010 
　 5.12.19.26.28日 

甲西図書館 
1（282）7291 
　 5.12.19.26.28日 

� � ������ � ��
� � � � � � 
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1

おはなし会 

おはなし会 0.1.2

初心者のための 
「やさしい俳句教室」（要申込） 

朗読会 「やすらぎ亭」 

工作教室 「おどる！おどる！おひなさま」 

14:00 

10:30 

10:30 

10:30 

10:30 

14:00

10:30 

10:30 

10:30 

10:30 

10:30

17日（土）  

10、24日（土）  

  3日（土）  

毎週木曜日  

10日（土）  

毎週土曜日  

白 

わ 

甲 

櫛 

白 

櫛 

14：3017日（土） 八 

14：0010日（土） 櫛 

13：3017日（土） わ 

甲 

13日（火）  

16日（金）  

21日（水）  

15日（木）  

  6日（火）  

八 

わ 

図書館まつり 13：3024日（土） 甲 

おはなし会と工作教室（要申込） 13：3018日（日） 白 

休 

休 

休 

休 

休 

八 

「深沢幸雄の芸術」深沢幸雄の芸術」「深沢幸雄の芸術」深沢幸雄の芸術」「深沢幸雄の芸術」
美 術 講 演 会

　各図書館内に設置さ
れているパソコンから、
「山梨日日新聞縮刷版」
をご覧いただけます。 
　操作方法等、詳しくは
各図書館のカウンター
でお尋ねください。 

† ‰¸ 14



※
で
き
る
限
り
本
人
が
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

（
代
理
の
方
の
場
合
は
後
日
、本
人
と
連
絡
を
取
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

※
地
区
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、都
合
の
い
い
日

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

2月 
��������

父・大輔 母・成子（曲輪田）

似てるかなぁ？
我が家のニコニコ３兄妹。
ず～っと なかよくね。

元気に
スクスク育ってね！

父・広
母・幸子（鮎沢）

●Happy Birthday● 

川崎 せい さん（平岡） 

俳句が好きなおばあちゃん。
いつまでも元気でね。 

有泉 政子 さん（東南湖） 

このまま元気で、長寿の記
録を達成してください。 

川崎かをるさん（長男の妻） 

秋山謙一さん（親類） 

　4月1日から、小児の予防接種のうち、規定さ

れている接種間隔を外れて実施する予防接種は、

任意接種（法に基づかない自己負担による接種）

となります。 

　3月31日までは、接種間隔を外れた場合も公

費負担（無料）で受けることができますので、既

に接種間隔が規定を超えている方は、今年度中

に接種を完了するようにしてください。4月1日

以降は、それぞれの予防接種について、規定の

接種間隔を超えないよう計画を立て、接種に努

めるようにしてください。 

　なお、任意接種では、万が一健康被害（重篤

な副反応）が発生した場合、国の健康被害救済

制度の措置が受けられません。 

定期予防接種の接種間隔が
厳格化されます

予防接種の種類 

三種混合 

日本脳炎 

ポ  リ  オ 

規定の接種間隔 

3週間から8週間まで 1期初回 
3回 

1期追加 
1回 

1期初回 
2回 

2回 

１期初回接種終了後 
6月以上 

１週間から4週間まで 

6週間以上の間隔 

接種日の翌日から数えて
22日目から56日目まで 

接種日の翌月から数えて
6月目の接種日に当る日の
次の日から 

接種日の翌日から数えて
8日目から28日目まで 

接種日の翌日から数えて
43日目から 

15 † ‰¸



お問合せ 【若草支所地域生活課】 1（282）3100

人口／72,759人（-24）　男／35,900人（-4）　女／36,859人（-20）　世帯／24,077戸（-5） 
平成19年1月1日現在（対前月比） 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

　
南
ア
ル
プ
ス
市
文
化
協
会
コ
ー
ラ
ス
部 

　
南
ア
ル
プ
ス
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル 

　
「
プ
レ
ミ
ア
ム･

ド
リ
ー
ム
」 

記
念
講
演 

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
に
お
け
る 

　
　
　
　
　
　
　 

品
格
あ
る
生
き
方
」 

　
講
　
師 

　
　
昭
和
女
子
大
学
副
学
長 

　
　
元
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
長 

　
　
坂
東
眞
理
子
先
生 

開
催
日
　
2
月
25
日（
日
） 

時
　
間
　
午
後
12
時
45
分
〜
4
時
15
分 

場
　
所
　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

場
　
所 

「
南
ア
ル
プ
ス
消
防
署
」
前
交
差
点
か
ら
「
三

田
警
察
官
駐
在
所
」
ま
で
の
約
１
・
１
km

（
県
道
韮
崎
南
ア
ル
プ
ス
中
央
線
） 

開
催
日
　
２
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
） 

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

1 5 1

各支所1／八田（285）0011 白根（283）3000 芦安（288）2112 若草（282）3100 甲西（282）3120
所在地／〒400-0395 山梨県南アルプス市小笠原376 HPアドレス http://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/

この印刷物は色覚障害の方に配慮し制作しています。 

南
ア
ル
プ
ス
に
春
を
呼
ぶ 
南
ア
ル
プ
ス
に
春
を
呼
ぶ 

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画 

宣
言
都
市
記
念
式
典

宣
言
都
市
記
念
式
典 

男
女
共
同
参
画 

宣
言
都
市
記
念
式
典 

【
市
民
生
活
課
】 

1（
２
８
２
）６
４
９
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お
問
合
せ 
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